
開催協議会名 令和７年第１回 江津警察署協議会

開 催 日 時 令和７年２月25日（火）午後２時00分から午後３時30分まで

出 席 者 協議会委員 ５人（森野会長、森下委員、吉岡委員、山根委員、
佐々木委員）

警 察 署 ６人（署長、次長、生刑課長、交通課長、警備課長、
総務係長）

会議・協議 署長からの 諮問事項 魅力的な警察の情報発信方策について

諮 問

説明概要 １ 広報活動の現状と問題点について

２ 警察の魅力を知り、身近に感じることがで

きるような方策

答申(意見等) １ 今の若い人たちはテレビを見ない。それを

逆手にとって、インターネットやＳＮＳで魅

力的な内容を情報発信するようにしてはいか

がか。

また、短いＣＭの様な動画であれば、何か

の動画の間に挟まっていても違和感を感じな

いので、ＣＭの様に動画が流れるようになれ

ばいいように思う。

【警察】

現在、県警で警察の魅力をアピールできる

ような動画や写真の作成に取り組んでいる。

どういう形で一般の方に見てもらうことがで

きるか分からないが、こういったものも使用

してより魅力的な情報を発信していきたい。

２ これまで皆さんが警察官として続けること

ができた理由を他の方に伝えることができた

ら、それが警察官の魅力になるのではないか。

【警察】

自分たちがなぜこの仕事を続けることがで

きたかというのも、魅力のひとつであるとい

うのは、これまでになかった視点。魅力アピ

ールの際に活用していきたい。



３ 警察官という職業に対するマイナスイメー

ジを把握し、マイナスイメージを払拭できる

ところがあれば、広報材料になるのではない

か。

【警察】

確かに警察という仕事は「きつい」「転勤

が多い」「夜中でも仕事」というイメージが

強いので、マイナスイメージの払拭は大変有

効である。

ただ、良いところばかりアピールすると、

就職してからのギャップが大きく、中途離職

につながるので、その点は伝え方にもよるが、

ある程度は実際のところも伝えることができ

ればより良い魅力発信になることはあると思

うので、参考にさせていただく。

４ 地元の駐在所等や警察の方が行事に参加す

ることは、警察を身近に感じることができて

いいと思う。

【警察】

本人のプライベートもあるので、休みの日

に強制的に参加させることは難しいが、積極

的に働きかけていけたらと思う。

そ の 他 令和７年江津警察署運営指針・重点目標について署長、次長、各課

長から説明し、昨年の江津警察署協議会で意見のあった

・コンビニ等店舗等との継続した連携及び強化

・学校等と連携した子供への教育

・小さい頃からの交通マナー意識の醸成

等について令和７年も継続的に実施することを説明したところ、委員

の方の御理解を得ることができた。



写 真

会長挨拶 署長挨拶

会議開催状況


